
 
 

16.30 
ｺｰｷﾞｭﾗﾝﾄ（凝集剤） 

「上記ﾃﾞｰﾀは、本書発行日現在の弊社の知識及び経験に基づき弊社の製品とその使用方法に関する情報を提供するもので、特定の性質、品質仕様、具体的な使用目的に関する適正、又は塗

装仕上がり具合を保証するものではありません。更に、上記ﾃﾞｰﾀは指定された材料にのみ該当するものであり、他の材料又はﾌﾟﾛｾｽと組み合わせて使用する場合にはこの限りではありません。

尚、実際に塗装をする際には、その塗装時の環境等の様々な要因が塗装仕上がりに影響を与ますので、使用目的毎に必ず事前に試験塗装等を行い、適切な使用方法につき確認を行ってくだ

さいますようお願い致します。弊社においては、弊社製品を用いた塗装結果について一切の責任を負いかねます。」 
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製品概要 

 

水性塗料洗浄後の廃液処理用凝集剤。 

 

 

製品構成 

 

16.30 ｺｰｷﾞｭﾗﾝﾄ 

 

推奨使用方法 
 

- 洗浄で発生した水性塗料廃液 40L に 16.30 ｺｰｷﾞｭﾗﾝﾄを 40g 混合する。 

- 少なくとも 3-5 分ﾐｷｻｰ等で十分に攪拌する。 

- 数分後、水性塗料の固形分が水と分離し沈殿する。 

 これらの固形物は、凝集された水性塗料を含有しています。 

 この工程は、汚れていた廃液が透明になると完了。 

- 凝集した塗料固形物は、ﾌｨﾙﾀｰでろ過し硬化した 2K 塗料と同様に処理 する。 

 （産業廃棄物として許可を得た専門業者に処理を委託） 

- 濾過した水は、再度機器の洗浄に使用。 

廃棄する場合、法規制・都道府県条例や地域ごとの基準に従い処理しなければなりません。 

  

注意事項 

 

- 16.30 ｺｰｷﾞｭﾗﾝﾄは、湿度に影響を受けます。使用後は、直ぐにしっかり蓋をしめて下さい。 

- 廃液は、水性塗料の廃液だけで収集し溶剤塗料を混合しないで下さい。 

- 凝集された塗料から分離した水は、決して水性塗料を希釈または添加する為に使用しないで下さい。 

  

 

安全 

 

使用前に SDS を参照し、製品容器に表示されている指示に従って下さい。 

 

  


